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ふるさと納税制度とは

　

出
身
地
な
ど
の
自
治
体
に

寄
附
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」
に
よ
り
、
昨
年
度

は
１
，３
８
２
名
の
皆
さ
ま

か
ら
、
２
，３
８
４
万
円
も

の
過
去
最
高
の
温
か
い
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
寄
附
金

を
「
日
本
の
心
の
ふ
る
さ
と

出
雲
」
応
援
基
金
に
積
み
立

て
、
今
年
度
は
同
基
金
か
ら

２
，４
０
０
万
円
を
下
記
の

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
今
年
度
も
、
広

く
ご
寄
附
を
募
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
、

ご
紹
介
等
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

活
用
予
定
事
業

（
平
成
24
年
度
分
）

●
ふ
る
さ
と
出
雲
の
歴
史
文
化
資
源
の

保
存
・
活
用
や
出
雲
の
魅
力
の
全
国

発
信
な
ど
観
光
振
興
に
資
す
る
事
業

　
　

１
，
３
４
４
万
円　

　
　
観
光
誘
客
推
進
事
業
な
ど

●
ふ
る
さ
と
出
雲
の
高
齢
者
の
「
人
生

１
０
０
年
・
生
涯
健
康
」
に
資
す
る

事
業　
　
　
　
　
　

３
４
０
万
円

　
　
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
な
ど

●
ふ
る
さ
と
出
雲
の
産
業
・
福
祉
・
教

育
・
環
境
な
ど
の
充
実
・
発
展
に
資

す
る
事
業　
　
　
　

４
４
０
万
円

　
　
学
校
図
書
購
入
費
な
ど

●
そ
の
他
（
市
長
が
特
に
認
め
る
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
６
万
円　

　
　
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

＊
事
業
の
詳
細
及
び

平
成
23
年
度
寄
付

者
一
覧
（
掲
載
希

望
者
の
み
）、
進
呈

特
産
品
一
覧
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

□いずも和牛肉　□ いずもぶどう　□柿詰め合わせ　□多伎いちじくセット　□佐田のみそ　□いずも米  
□西浜いも（以上JAいずも）　□神西湖産大和しじみ（㈱かみありづき）　□大社海産物セット（㈲田中大成)
□海の幸干物セット（㈲小伊津海旬房）　□あごのやき（出雲国大社食品）　□縁引寄かまぼこ　□ぜんざいお茶セット 
□出雲地酒セット　□ワインセット（以上アトネスいずも)　□大社の特産品（㈲別所蒲鉾店）
□千登世匠（千登世）　□十六島のりセット（㈱海産物松村）　□あんぽ柿（㈱桃源）　
□出雲市産茶ギフト（㈱桃翆園）　□出雲そばとあご野焼きセット（㈲二幸）　□斐川からの贈り物（JAひかわ）
□トマトケチャップ詰め合わせ（ひかわ食品加工㈱）　□出西しょうが詰め合わせ（㈱特産ひかわ「道の駅湯の川」）
□ひかわの恵みセット（斐川町特産開発振興会）　□ゴリラの鼻くそセット（㈲岡伊三郎商店）
□出雲平田地酒セット（㈱酒持田本店）　□純米吟醸セット（旭日酒造㈲）　□焼酎と地酒セット（富士酒造合）
□木地雛セット（吉や）　□祝　凧（大社の祝凧高橋）　□吊り花台ミニ（高橋鍛冶屋）
□黒柿グイ呑セット（森山ロクロ工作所）

ご寄附いただくと、所得税と住民税から寄附額が一定の限度まで控除されるほか、出雲市独自の取り組みとして、
市外在住で10,000円以上寄付された方を対象に、出雲市特産品（送料込5,000円相当）を進呈します。
　＊好評の進呈特産品は、今年度は市内事業者から応募があった33品目を選定しました。

平成20年度地方税法改正により創設された制度で、出身地などの自治体に寄附を行った場合、確定申告をさ
れると、所得税・個人住民税からその一部（2千円を超える額の一定限度額まで）が控除（軽減）される制度です。

おたずね／出雲ブランド室　TEL 21―6274

「日本の心のふるさと出雲」応援寄附に、平成 23 年度は
1,382 名もの皆さまからご寄附をいただきました。

本年度も引き続き、ご紹介等いただきますよう
よろしくお願いいたします。
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宍
道
湖
流
入
河
川
（
出
雲
市
）
に
生
息

す
る
「
ミ
ナ
ミ
ア
カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
」
が
、

平
成
24
年
３
月
６
日
、「
島
根
県
希
少
野

生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
く
指
定
希
少
野
生
動
植
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ミ
ナ
ミ
ア
カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
と
は

　

ミ
ナ
ミ
ア
カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
は
タ
ナ
ゴ
の

な
か
ま
の
淡
水
魚
で
、
体
長
最
大
は
７
cm

程
度
、
産
卵
期
に
な
る
と
オ
ス
は
婚
姻
色

を
出
し
体
が
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
な

り
臀
（
シ
リ
）
ビ
レ
の
外
縁
が
赤
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ド
ブ
ガ
イ
な
ど
の
淡
水
二
枚
貝
の
鰓
（
エ
ラ
）
に
卵
を
産
む
と

い
う
特
徴
的
な
繁
殖
生
態
を
有
し
て
い
ま
す
。

し
ま
ね
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
の
位
置
付
け
と
個
体
数
減
少
の
要
因

　

し
ま
ね
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
、
最
も
絶
滅
の
危
険
性
が
高
い
絶
滅
危

惧
Ⅰ
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
絶
滅
危
惧
種
で
、
島
根
県
内
で
は
宍
道
湖
流
入
河

川
（
出
雲
市
）
と
大
原
川
（
大
田
市
）
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
に
し
か
生
息
し

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
島
根
県
は
ミ
ナ
ミ
ア
カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
の
日
本
で
の
生
息

域
に
お
い
て
西
限
と
な
り
ま
す
。

　

生
息
環
境
の
悪
化
や
外
来
種
（
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
）
な
ど
の
影
響
に
よ
り
個

体
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

「
島
根
県
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
捕
獲
等
の
禁
止

　

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
ミ
ナ
ミ
ア
カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
の
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
、
違

反
し
た
場
合
に
は
１
年
以
下
の
懲
役
又
は　

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
種
が
生
息
で
き
る
よ
う
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

●
お
た
ず
ね
／
島
根
県
自
然
環
境
課
（
☎
０
８
５
２
㉒
６
３
７
７
）

　

平
成
23
年
10
月
26
日
に

出
雲
市
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
検
討
委
員
会
か
ら
「
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
答
申
を
提

出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
雲
市
で
は
、
今
後
こ

の
答
申
に
基
づ
き
、
公
共

交
通
の
見
直
し
や
構
築
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

　

公
共
交
通
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
今
後
は
、
行
政
と
地
域
が

一
緒
に
な
っ
て
協
議
し
、
多
く

の
利
用
が
見
込
め
る
公
共
交
通

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
（
地
元
）
と
の
協
議
方

法
は
、
そ
の
路
線
が
運
行
す
る

（
運
行
予
定
）
地
域
に
お
い
て
、

運
行
協
議
会
を
組
織
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
協
議
会
と
行
政
で

協
議
を
行
い
ま
す
。

既
存
路
線
の
見
直
し

　

お
お
む
ね
平
成
17
年
の
合
併

前
の
旧
市
町
内
で
完
結
す
る
路

線
（
地
域
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路

線
）
は
、
１
便
あ
た
り
の
利
用

者
数
な
ど
の
指
標
を
用
い
、
見

直
し
基
準
を
設
け
ま
す
。

　

見
直
し
基
準
に
達
し
た
路
線

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
運
行
協

議
会
と
見
直
し
協
議
を
行
い
ま

す
。

新
し
い
路
線
の
構
築

　

新
し
い
路
線
を
希
望
さ
れ
る

地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
で
運

行
協
議
会
を
組
織
し
て
い
た
だ

き
、
行
政
と
運
行
協
議
会
が
一

緒
に
な
っ
て
、
多
く
の
方
が
利

用
し
て
い
だ
だ
け
る
交
通
体
系

を
検
討
し
ま
す
。

　

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
用
途
、

経
路
、
ダ
イ
ヤ
、
利
用
者
見
込

み
な
ど
を
十
分
に
協
議
し
、
ま

た
、
定
時
定
路
線
の
バ
ス
に
こ

だ
わ
ら
な
い
、
多
様
な
形
態
の

公
共
交
通
を
検
討
し
ま
す
。

運
行
協
議
会

　

公
共
交
通
の
検
討
を
行
う
う

え
で
、
ま
ず
地
域
で
運
行
協
議

会
を
組
織
し
て
い
だ
だ
く
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

運
行
協
議
会
は
、
行
政
と
協

議
を
行
う
た
め
の
窓
口
と
な
っ

て
い
た
だ
く
組
織
と
な
り
ま
す
。

　

実
際
の
利
用
者（
通
学
、通
院
、

買
い
物
）
の
意
見
が
反
映
で
き

る
組
織
体
制
と
な
る
よ
う
配
慮

願
い
ま
す
。

50

今
後
の
公
共
交
通（
路
線
バ
ス
等
）の

検
討
の
進
め
方

●
問
い
合
わ
せ
先

公
共
交
通
に
関
す
る
要
望
な
ど
は
、

交
通
政
策
課
（
☎
21
６
８
１
９
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ミ
ナ
ミ
ア
カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
が
、

指
定
希
少
野
生
動
植
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た




